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投資環境 2025年11月21日 

ＡＩ関連株、市場を揺らす 

11 月に入り、日米の株価は値動きが激しい展開が続いています。変動の背景になるのは、主要ハイ
テク企業や半導体企業などの人工知能（ＡＩ）関連株の動きです。ＡＩ関連株は、ＡＩの急速な普及を
背景に関連企業の業績が拡大するとの見方から、10 月にかけて急激に上昇していましたが、足元では、
高値警戒感からやや軟調になるなど、不安定な動きとなっています。例えば、米国では、クラウドサー
ビスを手掛けるマイクロソフトや、半導体大手エヌビディア、日本では、半導体関連のアドバンテスト、
ＡＩ関連企業に投資を行うソフトバンクグループの株価が大きく下落しています（図表 1,2）。ここでは、
ＡＩ関連株についてまとめたうえで、足元の下落要因や今後の見通しについてまとめたいと思います。 
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図表1. マイクロソフトとエヌビディアの株価

マイクロソフト（左目盛） エヌビディア（右目盛）

（ドル）

（年/月、日次）

（ドル）

（注）データは25年初～25年11月20日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

25/1 25/4 25/7 25/10

図表2. アドバンテストとソフトバンクグループの株価

アドバンテスト ソフトバンクグループ

（円）

（年/月、日次）

（注）データは25年初～25年11月20日まで
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成

 

▣  ＡＩ関連株とは 

  主なＡＩ関連企業には、①生成ＡＩ「Chat GPT」を手掛けるオープンＡＩなど、ＡＩサービスを提
供する企業②マイクロソフトなど、データセンターを構築し、ＡＩの開発や実行に必要な機能や計算資
源をインターネット経由で提供するクラウドサービスを手掛ける企業③エヌビディアなどデータセン
ターに使われる半導体を開発する企業④これらの企業へ投資するソフトバンクグループなどの投資事
業を行う企業が挙げられます（図表 3）。ただし、メタは①②の両方の事業を担っているほか、エヌビデ
ィアは①のＡＩサービス企業への投資を行うなど、①～④の複数の事業を行う企業もあります。 

図表3. ＡＩ関連企業の関係、代表的な企業

②クラウドサービスを
手掛ける企業

（マイクロソフト、アマゾン）

③半導体関連企業
（エヌビディア、AMD）

①ＡＩサービスを手掛ける企業
（オープンＡＩ、メタ）
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▣  ＡＩ関連株の変動要因 

  10 月までの上昇要因については、「Chat GPT」などの生成ＡＩの利用が爆発的に増えたことで、②
③のクラウドサービスを手掛ける企業や半導体企業の業績が拡大、あるいは、今後も拡大するとの期待
が強まったためです。また、④の投資事業を行うソフトバンクグループは、これらの企業の業績拡大に
より投資利益が拡大したことが、株価を押し上げました。 

  11 月に入ってからは、エヌビディアの決算発表が好調であったことを受けて反発する場面もありま
したが、主要ハイテク企業のデータセンターなどに対するＡＩ関連の設備投資が過剰ではないかという
懸念や割高感が強まり、株価は調整色を強める展開となっています。 

▣  今後の見通し 

①懸念材料 

懸念材料としては、以下の２点が挙げられます。 

１点目は、ＡＩサービスが収益化できるのかという点です。アマゾンやマイクロソフトなどの主要
ハイテク企業は、ＡＩサービスが将来大きな収益を生むと見込んで、ＡＩの普及に必要不可欠なデー
タセンターなどに大規模な先行投資を行っています（図表 4）。ただし、収益の拡大につながらない、
あるいは、収益化に時間を要する場合、投資家の失望を招き、一段の株価調整を招く恐れがあります。 

2点目は、電力不足がＡＩの普及を妨げる恐れがあることです。ＡＩは、大規模なデータを処理し、
膨大な計算を行います。この計算処理は、膨大なデータを保存・処理するデータセンターで主に行わ
れますが、データセンターは大量の電力を消費します。米国を中心にＡＩの普及に伴い、データセン
ターが増加していますが、これにより電力消費が増えており、電力不足の懸念が高まっています。実
際に、米国のカリフォルニア州では、電力不足によりデータセンターが稼働できない事案が発生して
おり、今後電力不足によりデータセンターが稼働できなくなる事例が増えると、ＡＩサービスの普及
を抑制する可能性があります。 
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図表4. 主要ハイテク企業の設備投資の動向

アマゾン マイクロソフト メタ アルファベット

（億ドル）

（注）データは23年１～3月期～25年7～9月期まで 設備投資の金額は、有形固定資産取得
（出所）Bloombergよりデータ取得し、しんきん投信作成  
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②好材料 

好材料としては、以下の２点が挙げられます。 

１点目は、ＡＩ需要は今後大幅な伸びが予想されていることです。ブルームバーグインテリジェン
スの予測によると、ＡＩビジネスの売上高は 2032年までに約 6倍に拡大することが見込まれていま
す（図表 5）。ビジネスが大きく伸びれば、上述したＡＩ関連企業の業績も大きく伸びることが期待で
きます。   

2点目は、政府の支援策です。米国では、トランプ政権が、AIアクションプランを定め、AI分野の
規制緩和を進めることで、データセンターなどの投資促進を促す方針を示しています。また、日本で
は高市政権がＡＩ・半導体を戦略分野として指定し、減税などにより投資を促進する考えを打ち出し
ています。各国政府の支援は、ＡＩ関連企業の業績拡大の後押しとなることが期待できます。 

今後のＡＩ関連株は、懸念材料に注目が集まる局面では不安定な動きとなることが想定されますが、
好材料に注目が集まると大きく上昇する可能性もあり、神経質な動きが続くと想定されます。 
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図表5. 生成ＡＩの市場規模予測（兆ドル）

（年、年次）（注）データは売上高ベース。2025年3月時点の予測。

（出所）Bloombergよりデータを取得し、しんきん投資作成。
 

    

（ストラテジスト 澤村一樹） 
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※投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替リスクもあります）に投資しますので、基準価額
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